
新
学
習
指
導
要
領
に
よ

っ
て
新
し
く
導
入
さ
れ

る
、
小
学
校
の
英
語
教
科
化

に
対
し
、
教
員
へ
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
継
続
配
置
や

愛
知
県
教
育
委
員
会
へ
の
英

語
専
科
の
教
員
の
増
員
要
望

を
行
う
と
と
も
に
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
会
を

開
催
す
る
な
ど
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
対
し
て
、
義
務
教

育
課
程
の
中
で
ど
の
よ
う
な

人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

子
供
た
ち
が
未
来
に
向

け
て
夢
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
自

分
が
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
半

田
」
を
知
り
、
地
域
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
も
ち
、
異
文
化

を
理
解
し
、
多
様
な
人
々
と

協
働
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
上
で
、
今
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
英
語
を
中
心
と
し
た

語
学
力
の
向
上
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
７
次
総
合
計
画
に
10

年
後
の
将
来
を
見
据
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
盛
り

込
む
べ
き
と
思
い
ま
す
が
見

解
は
い
か
が
で
す
か
。

第
７
次
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、「
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
た
計
画
づ
く
り
」
を

策
定
の
基
本
的
な
視
点
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

様
々
な
局
面
で
進
む
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
つ
い
て
も
、
半
田

市
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な

社
会
環
境
の
変
化
と
捉
え
て

い
く
こ
と
に
し
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
お
い
て
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
や
教

育
環
境
の
変
化
、
外
国
人
市

民
の
増
大
に
対
応
し
た
地
域

社
会
づ
く
り
な
ど
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
お
け
る
課
題
や

外
部
環
境
の
動
向
を
整
理
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
基
本
構

想
、
基
本
計
画
策
定
に
お
い

て
は
、
こ
の
視
点
に
配
慮
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
所
有
者
へ
の
半

田
市
と
し
て
の
支
援
策

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

文
化
財
所
有
者
へ
の
支

援
策
は
、
半
田
市
文
化

財
保
存
事
業
費
補
助
金
と
し

て
、
文
化
財
防
火
設
備
設
置

事
業
と
文
化
財
保
存
伝
承
事

業
が
あ
り
ま
す
。
防
火
設
備

設
置
に
対
す
る
補
助
は
、
近

隣
の
他
市
町
に
先
駆
け
て
実

施
し
た
制
度
で
あ
り
、
多
く

の
山
車
が
所
在
す
る
半
田
市

な
ら
で
は
の
支
援
策
と
な
っ

て
い
ま
す
。

防
火
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

文
化
財
を
所
有
し
て
い

る
方
の
中
に
も
、
ま
だ

ま
だ
充
分
で
な
い
方
も
い
ま

す
。
文
化
財
と
し
て
の
価
値

の
高
さ
と
半
田
市
と
し
て
防

火
設
備
に
対
す
る
補
助
制
度

が
あ
る
こ
と
を
再
度
、
周
知

し
て
改
め
て
啓
発
し
て
い
き

ま
す
。鉄

道
資
料
館
に
消
火
設

備
が
設
置
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

建
物
の
用
途
、
規
模
か

ら
消
防
法
に
よ
る
消
火

設
備
の
設
置
義
務
が
な
く
、

ま
た
、
建
物
内
に
火
気
を
取

り
扱
う
設
備
を
備
え
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
館
当

初
よ
り
消
火
設
備
の
設
置
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
た
に
消
火
設
備
の
設

置
を
提
案
し
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

資
料
を
適
切
に
保
存
し

て
い
け
る
対
策
（
消
火

器
設
置
）
を
早
急
に
行
い
ま

す
。

今
回
を
機
に
再
度
、
公

共
施
設
の
消
火
設
備
の

確
認
を
提
案
し
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

消
防
法
上
の
適
用
を
受

け
る
公
共
施
設
は
、
万

全
と
考
え
て
い
ま
す
。
但
し
、

消
防
法
上
の
適
用
を
受
け
な

い
小
規
模
な
公
共
施
設
は
、

細
部
に
わ
た
っ
て
検
証
が
出

来
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
を
機

に
各
施
設
の
施
設
長
に
対
し

て
再
度
、
消
火
設
備
の
必
要

性
を
検
証
し
て
も
ら
う
よ
う

に
通
知
を
出

し
、
早
急
に

実
施
し
ま
す
。

文
化
財
の
防
火
対
策

に
つ
い
て
問
う

公
共
施
設
の
消
火
設
備

に
つ
い
て
問
う

鉄
道
資
料
館
の
消
火
設

備
に
つ
い
て
問
う

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中

で
誰
も
が
輝
け
る
人
財

育
成
と
ま
ち
づ
く
り

ぜひ、本会議をご覧ください。
本会議の一般質問は（翌日以降となります。）
・ケーブルテレビＣＡＣで放送
・ＹｏｕＴｕｂｅで動画配信

を行っています。

3月定例会今後の
本会議の
予定

2月20日（木）～3月24日（火）
※会期中の日程は約１週間前の会議で決定します。

（SDGsゴール4）

また、議場へもお出かけいただき
本会議のやりとりをご覧ください。

市
政
を
問
う

　一
般
質
問
（
質
問
議
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
）

創造みらい半田
芳金秀展

創造みらい半田
伊藤正興

答答

答

問

問

問

答 問問 答 問

答 問 答 答問
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愛
知
県
下
の
交
通
事
故
死
亡
者

数
は
、
16
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
い
う
危
機
的
状
況
で
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意

識
の
向
上
を
図
り
、
高
齢
化
社
会

の
進
展
に
対
応
し
た
実
効
性
あ
る

交
通
安
全
対
策
の
推
進
が
急
務
で

す
。半

田
市
議
会
は
、
改
め
て
交
通

安
全
意
識
を
喚
起
し
、
関
係
者
及

び
市
民
が
一
体
と
な
り
、
交
通
死

亡
事
故
根
絶
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

（
令
和
元
年
12
月
３
日
決
議
）

交
通
死
亡
事
故
根
絶

に
つ
い
て
の
決
議

■全会一致の案件

■その他の案件

審 議 結 果 令和元年第5回定例会（12月3日～13日）
（　）内は議案の補足説明です。

報告20

議案
番号等 議案名

常任委員会の中間報告について（建設産業委員会の委員会活動報告）

専決処分の報告について（公用車両が関係する事故の和解及び損害賠償の額の決定）

議案86

議案87

議案85

議案88

諮問1

議案89

議案81

議案76

議案
番号等

決議案1

議案78

議案79

議案80

議案82

令和元年度半田市立半田病院事業会計補正予算第３号
（入院患者数増による医業収益の増額と、独立行政法人へ移行可能な財務状況か、チェックする委託料等）

交通死亡事故根絶についての決議について

令和元年度半田市介護保険事業特別会計補正予算第３号
（人事院勧告を受け職員の給料、勤勉手当、住居手当の支給額の改定をするもの等）

令和元年度半田市国民健康保険事業特別会計補正予算第２号
（保険給付費の伸びによる追加分等によるもの等）

議案名

令和元年度半田市乙川中部土地区画整理事業特別会計補正予算第１号
（税収増の見込みや補助金の増額などにより、一般財源を充当し、借入をやめるもの等）

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について（地方公務員法の改正に伴う条例の改正）

令和元年度半田市下水道事業会計補正予算第２号
（JR武豊線高架化工事に伴い、支障となる水路を移設するもの等）

半田市職員の給与に関する条例の一部改正について
（人事院勧告を受け職員の給料、勤勉手当、住居手当の支給額の改定をするもの）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（任期満了に伴い引き続き神谷敏子氏とするもの）

半田市下水道条例の一部改正について
（責任技術者が各市町村から愛知県下水道協会へ変更されることに伴う改正）

半田市固定資産評価審査委員会の委員の選任について
（任期満了に伴い引き続き平野敬之氏とするもの）

半田市手数料条例の一部改正について
（国の法律改正に伴い、関係する認定申請手数料規程の整理を行うもの）

半田市児童発達支援センター設置条例の一部改正について
（居宅訪問型児童発達支援を実施するもの）
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